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各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

　
自
然
災
害
（
風
水
害
等
気
象
上
の
原

因
に
よ
る
災
害
）、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
等

で
被
害
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
被
害
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
（
一
筆
方
式
７
割

補
償
の
場
合
は
３
割
を
超
え
る
被
害
）。

被
害
が
あ
れ
ば

申
告
を

平
成
30
年
産
の
水
稲
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す
。

被
害
申
告
は
提
出
期
限
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

①
被
害
申
告
す
る
圃
場
ご
と
に
損
害

通
知
書
を
記
入
・
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

②
品
種
名
は
、
作
付
け
し
て
い
る
品

種
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
災
害
の
種
類
、
発
生
月
日
は
２
つ

以
上
あ
れ
ば
す
べ
て
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

④
刈
取
り
予
定
月
日
は
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
評
価
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
立
札

を
圃
場
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

⑥
損
害
評
価
後
に
、
長
雨
や
鳥
獣
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
た
場
合
に
は
、

刈
取
り
前
で
あ
れ
ば
再
評
価
し
ま

す
の
で
再
度
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
評
価
後
は
損
害
評
価
済
シ
ー
ル

（
左
写
真
参
照
）
を
貼
り
ま
す
。

損
害
通
知
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、

後
に
減
収
の
事
実
が
判
明
し
て
も
共

済
金
支
払
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
作
物
共
済
【
水
稲
】

注
意
事
項

損
害
通
知
書
（
一
筆
方
式
）

被
害
表
示
の
立
札

損害評価済シール

集 落 名 東園

組合員等氏名 共済　太郎

耕 地 番 号 1-1 

地 名 ・ 地 番 ヨシカタ１０

引 受 面 積 １０．０　　ａ(ｱｰﾙ)

種 類 別
うるち・もち・酒米・飼料用
米・米粉用米

品 種 名 コシヒカリ

上記項目にご記入いただき被害耕地に良く見える
ように立ててください。

市 町 村 名
コード

集 落 名
コード

組 合 員 等 氏 名
コード

耕地番号　

1-1

引 受 面 積

種 類 別

品 種 名

風水害・鳥獣害（　イノシシ　　）

その他（　　　　　　　　　　）

（ 右 記 に ○ 又 は 記 入 ） 状　況（　　　　　　　　　　）

災 害 の
発 生 年 月 日

　８月　１５日・　　月　　日

刈取り予定月日

※

赤
字
は
手
書
き
文
字
で※赤字は手書き文字で

北栄町

東園

共済　太郎
地名・地番

ヨシカタ１０

９月　１５日

１０．０　　ａ(ｱｰﾙ)

うるち・もち・酒米・飼料用米・米粉用米

コシヒカリ

災 害 の
種 類 ・ 状 況

耕地の番号
地名・地番

取
扱
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
被
害
農
家
は
、
右
記
項
目
に
記
入
頂
き
共
済
部
長
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
被
害
表
示
の
立
札
は
、
評
価
３
日
前
ま
で
に
被
害
耕
地
に
良
く
見
え
る
よ
う
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

＊
災
害
の
種
類
は
、○
又
は
そ
の
他
に
具
体
的
に
記
入
く
だ
さ
い
。
状
況
欄
に
は
被
害
程
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
損
害
通
知
書
を
出
さ
れ
た
耕
地
は
、
坪
刈
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

　
水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は
８
月
31
日
㈮
で

す
。口
座
振
替
は
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
稲
共
済
細
目
書
の
内
容
に
変
更
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
速

や
か
に
お
近
く
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

注
：
面
積
変
更
等
に
係
る
掛
金
の
過
不
足
に
つ
い
て

は
、
一旦
掛
金
を
納
入
い
た
だ
い
た
の
ち
、
差
額

を
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
時
期
で
す

農
作
物
共
済
【
水
稲
】

①
水
稲
共
済
掛
金
の
口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。

②
水
稲
共
済
細
目
書
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
８
月
１７
日（
金
）

口
座
振
替
日

ぶ
ど
う
・
な
し
の

損
害
通
知
書
を

受
付
け
て
い
ま
す

４割程度踏み倒す

平
成
31
年
産

麦
の
栽
培
を
予
定
し
て
い
る

皆
さ
ま
へ

農
作
物
共
済
【
麦
】

　
麦
共
済
は
、
平
成
31
年
産
よ
り
従
来
の
当
然
加

入
制
度
は
廃
止
と
な
り
、
任
意
加
入
制
度
へ
変
更

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
31
年
産
よ
り
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

を
導
入
し
、
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
の
被
害
率

（
損
害
率
）
に
応
じ
て
設
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は

次
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
麦
の
栽
培
は
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
毎

年
の
よ
う
に
湿
害
や
雪
害
に
よ
る
生
育
不
良
、
降

霜
に
よ
る
凍
霜
害
が
発
生
し
ま
す
。

　
10
月
に
な
り
ま
し
た
ら
31
年
産
の
共
済
加
入
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
の
で
経
営
安
定
の
た
め

に
麦
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
麦
共

済
に
加
入
し
た
場

合
で
も
収
入
保
険

に
移
行
で
き
ま
す

（
収
入
保
険
と
の

重
複
加
入
は
で
き

ま
せ
ん
）。

　
ぶ
ど
う
・
な
し
の
被
害
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、

損
害
通
知
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
等
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
被
害
の
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
、
収
穫
前

に
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
か
き
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
頃
に
損
害
通
知

書
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
事
業

二
課
（
果
樹
係
）
ま
で

果
樹
共
済【
ぶ
ど
う
・
な
し
】
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各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N
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各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報
N O S A I  S U P P O R T  I N F O R M A T I O N

N O S A I  家 畜 だ よ り

牛トレーサビリティ制度

家畜共済とトレーサビリティ

こんなときは届出が必要です

牛トレーサビリティ
とは？

　牛肉の安全性に対する信頼確保やＢＳＥのまん延防
止措置の的確な実施を目的として、１０桁の個体識別
番号で一元管理し、生産から流通・消費の各段階を個
体識別情報で、消費者に提供しています。

耳標が
取れてしまったら？

　両耳の耳標が取れてしまった場合、転入や転出を行
うことができません。速やかに再発行の手続きを行っ
てください（再発行されるまで数週間かかることがあ
ります）。またその際には十分に番号を確認し、重複
や誤装着等がないように慎重に行ってください。

　平成３１年１月から始まる新制度では、家畜共済の引受けにトレーサビリ
ティ情報を利用して効率的に飼養頭数を確認しますので、耳標の装着と出生・
転入・転出・死亡等の各種届出は速やかに行ってください。ご協力よろしく
お願いします。

　
　

　

出 生 転 入 転 出 死 亡

牛が生まれたとき 譲受け、引取りを
したとき

　譲渡し、引渡し（出荷）
をしたとき

牛が死亡した時

被害が少ない農業者は低い掛金率へ
平成 31 年産麦共済より各事業順次導入へ

危険段階別共済掛金率のポイント

　４月に施行された農業保険法を受け、農業者ごとの共済金の
支払状況に応じて掛金率を設定する「危険段階別共済掛金率」
が導入され、今後は全事業（任意共済を除く）に適用されます。
これにより、被害の少ない（共済金の支払が少ない）農業者は掛
金率が下がり、被害の多い（共済金の支払が多い）農業者は掛
金率が上がる仕組みになります。

全事業（任意共済を除く）

危険段階別
共済掛金率

を導入

　共済関係ごとに適用する危険段階区分は、
組合員等の直近20年間（家畜共済は直近10
年間）の加重平均損害率（直近年のウェイトを
高めた各年の損害率※の加重平均）により毎年
判定します。　　　　※損害率＝共済金/共済掛金

危険段階区分は
毎年判定①

　危険段階の区分数は、危険段階区分「0」を中
心に上下20区分ずつ（ー20から20まで）の41
段階に区分されています（家畜共済は上下10
区分ずつの合計21区分）。

41 段階に
区分されています②

　新規加入者は、0区分からのスタートになり
ます。既存の加入者は、直近20年間（家畜共済
は直近10年間）の損害率を基に決まります。

スタートは0区分から③

　被害（共済金支払い）がなければ、区分が下
がります。
　区分の数字が小さいほど掛金率が低く、大
きいほど高くなります。

被害がなければ、
区分が下がります④

ー20
ー19

ー18
ー17

17
18

19 20

…

41段階

■新規加入者

０区分

■既存の加入者
過去の
損害率に
応じて設定

20

高低

0

ー20

掛金率
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ＮＯＳＡＩ全国連が内容を審査
後、保険金・特約補てん金を支
払います。

収入保険の加入手続等のスケジュール （個人の場合：保険期間が平成31年1月～12月）

保険金等の
請求・支払

収
入
保
険
の
予
約
加
入
が

始
ま
り
ま
し
た
！

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
始
ま
る
収
入
保
険
の
予
約
加
入
を

受
付
け
て
い
ま
す
。

　
加
入
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
へ
は
、
職
員
が
個
別
に
訪
問

し
、
過
去
の
収
入
実
績
等
を
伺
い
な
が
ら
、
加
入
へ
向
け

て
の
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
支
所
収
入
保
険
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平成30年 平成31年 平成32年

●保険期間の農業収入金額実績申
告書兼保険金請求書

〈ご用意いただくもの〉
●所得税の確定申告書Ｂ第１表及

び青色申告決算書
●青色申告決算書作成に用いた会

計帳簿など

平成31年分の確定申告が
終わったら…
次の書類を作成し、
保険金・特約補てん金を請求
します。

保険期間
（税の収入算定期間と同じ）

●過去の農業収入金額申告書補助
フォーム（平成 30 年分）

〈ご用意いただくもの〉
●所得税の確定申告書Ｂ第１表及

び青色申告決算書
●青色申告決算書作成に用いた会

計帳簿など

平成30年分の確定申告が
終わったら…
次の書類を作成します。

保険料、積立金、
事務費の納付

保険料と積立金は分割支払も選択できます。
（最終の納付期限は保険期間の 8月末です。）

※保険料、積立金及び事務費は、口座振替です。

加入申請手続

●収入保険加入申請書
●過去の農業収入金額申告書補助フォーム
  （平成 29 年分まで）
●農業経営に関する計画

〈ご用意いただくもの〉
●所得税の確定申告書Ｂ第１表及び青色申告決

算書 （平成 26 年～ 29 年までの期間で、連続した年の分）
●青色申告決算書作成に用いた会計帳簿など
●過去の作付面積や販売収穫量などがわかる

ものなど

次の書類を作成します。

〈提出書類〉
●事故発生等通知書

自然災害などによる収量減少に
より、収入減少が見込まれると
きは、速やかに事故の発生状況
等を通知します。

事故が発生したら…

※必要な場合は、つなぎ融資を行います。

作付けする品目や面積などを変
更するときは、営農計画を変更
します。

※農作業日誌、農産物の販売に
関する帳簿などを必ず記帳し
ます。

営農計画を
変更するとき…

各種手続は、
ＮＯＳＡＩ職員が

タブレット端末を使って、
サポートします！

確定申告後～6月1～12月～12月～11月

　
収
入
保
険
制
度
に
係
る
説

明
会
を
６
月
21
日
、
当
組
合

に
お
い
て
、
農
林
水
産
省
　

経
営
局
保
険
課
　
企
画
係
長

の
酒
井
敏
之
氏
を
招
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
農

業
者
や
関
係
団
体
な
ど
約
50

名
が
参
加
さ
れ
、
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
制
度
に
関
す
る
説
明
の
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
多

く
の
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

自
ら
生
産
し
た
農
産
物
に

簡
易
な
加
工
を
施
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
対
象
農
産
物

と
な
り
、
販
売
金
額
に
含
め
ま

す
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い
加
工

品
は
、
事
業
消
費
と
し
て
整
理

し
ま
す
。

多
く
の
質
問
飛
び
交
う

農業者などからの質問に丁寧に対応する酒井係長

収
入
保
険
制
度
に
係
る
説
明
会
開
催

日
程
、場
所
等
は
組
合
Ｈ
Ｐ
に

順
次
、掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

加
入
申
請
の
相
談
窓
口
も

各
支
所
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

加
入
申
請
の
説
明
会
を

各
支
所
で
随
時
開
催
し
ま
す

Q１A１
加
工
品
の
扱
い
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
保
険
と
同
様
に
、

農
業
者
ご
と
に
、
保
険
金

の
受
取
実
績
に
応
じ
て
、
毎
年
、

適
用
さ
れ
る
保
険
料
率
が
変
動

し
ま
す
。

Q2A2
保
険
料
率
は

変
動
し
ま
す
か
。
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狩
猟
免
許
を

取
得
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

　
新
規
に
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
狩
猟
免
許
（
網
猟
、
な
わ
猟
、
第
一
・
二

種
銃
猟
免
許
）
の
受
験
手
数
料
自
己
負
担
額
の

１
／
２
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
各
支
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
業
体
験

　
〜
ワ
ク
ワ
ク
南
〜

　
５
月
15
日
か
ら
18
日
の
４
日
間
、
鳥
取
市
立

南
中
学
校
の
２
年
生
３
人
が
、地
域
に
学
ぶ
「
ワ

ク
ワ
ク
南
」
の
活
動
と
し
て
東
部
支
所
で
職
場

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
期
間
中
、
生
徒
た

ち
は
牛
の
耳
標
確

認
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
引
受
評
価

な
ど
実
際
に
現
場

に
出
る
仕
事
の
ほ

か
、
書
類
整
理
な

ど
事
務
作
業
に
も

取
り
組
み
ま
し

た
。
写
真
は
麦
の

生
育
調
査
の
様
子

で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利

便
性
の
向
上
と
現
金
納
入

の
取
り
扱
い
に
よ
る
事
故

防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金

等
の
納
入
に
つ
い
て
、
口

座
振
替
の
利
用
を
勧
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
掛
金
等
を
現
金

で
納
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
口
座
振
替
ま
た
は
コ

ン
ビ
ニ
納
入
で
の
お
支
払

い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

NOSAI
ハッピー
ボイス
クロスワードの回答と
一緒に寄せられた
ご意見・感想の一部を
紹介します。

●
損
害
防
止
事
業
で
各
種
の
助
成
事

業
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
り

ま
し
た
。  （
南
部
町
　
70
歳
　
男
性
）

　
ぜ
ひ
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
、損

害
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。や
は
り
頭
の
体

操
に
な
り
ま
す
ね
。

（
湯
梨
浜
町
　
70
歳
　
女
性
）

　
少
し
頭
を
使
っ
て
解
い
て
も
ら

え
る
よ
う
、工
夫
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
西
部
支
所
の
建
築
地
を
よ
く
通
り

ま
す
。ど
ん
な
建
物
に
な
る
の
か
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
大
山
町
　
65
歳
　
男
性
）

　
完
成
し
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 
 

 

●
裏
表
紙
の「
伝
え
た
い
我
が
家
の

味
」が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
鳥
取
市
国
府
町
　
77
歳
　
男
性
）

　
暑
い
夏
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

詳細についてはお近くの NOSAI へ
お問い合わせください。

掲示板

　
家
具
類（
テ
レ
ビ
な
ど
）

の
落
雷
事
故
、
農
機
具
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

す
ぐ
に
各
支
所
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
に
よ
り
修
理
に
出

さ
れ
た
場
合
は
、
必
要
書

類
の
早
期
作
成
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉
落
雷
証
明

書 

な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉
請
求
書

（
修
理
明
細
が
わ
か
る

も
の
）

　
農
業
共
済
新
聞
は
農
業

に
関
す
る
情
報
、
生
活
に

役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
年
間
４
，６
８
０

円
、
ぜ
ひ
購
読
を
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の
購
読
を

掛
金
は
口
座
振
替
で
！

早
期
支
払
い
の
た
め
に

未
来
へ

け
た
ば
は

す
ま
し
介
紹
を
手
い
担
の
来
未

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーですまちかどスマイル

鳥
飼
畜
産
２
代
目
と
し
て

　鳥取市のケーブルテレビ局「いなばぴ
ょんぴょんネット」に勤めて２年目にな
ります。この仕事に就いて、これまで交
流のなかった地域の方や農家の方とお話
をして、様々な事を学ばせていただく機
会を得て楽しみとやりがいを感じていま
す。今後も地域の良さを更に見つけて発
信出来たらと思います。
　家ではトマトやピーマン等の野菜を複
数品目栽培しているのでその手伝いもし
ています。今年も収穫が楽しみです。

こ だに ゆい

小谷 　唯さん（24）鳥取市佐治町

地域の魅力をお伝えします

　
父
の
後
を
継
ぐ
た
め
、
鹿
児
島

県
で
１
年
半
の
研
修
を
経
て
、
２

０
０
６
年
に
鳥
飼
畜
産
の
２
代
目

と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
黒
毛
和
牛
を
約
２
５
０

頭
飼
養
し
て
い
ま
す
。
繁
殖
と
肥

育
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
特
に
子
牛
が
無
事
に
生
ま

れ
て
く
れ
た
と
き
が
一
番
嬉
し
い

で
す
。

　
心
が
け
て
い
る
の
は
、
肉
に
し

た
と
き
に
あ
っ
さ
り
と
し
た
食
べ

や
す
い
脂
に
な
る
よ
う
、
子
牛
の

時
期
に
筋
肉
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
育
て
た
牛
は
、
兄
が
経
営

し
て
い
る
「
あ
か
ま
る
牛
肉
店
」

を
は
じ
め
、
地
元
を
中
心
に
県
外

に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
使
わ
れ

て
い
な
い
牛
舎
を
１
棟
購
入
し
ま

し
た
。
今
後
は
高
品
質
を
維
持
し

な
が
ら
頭
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
で
す
。

とりかい　　ゆう  た  ろう

鳥飼 雄太郎さん（33）

倉吉市関金町
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倉吉市関金町

09



水が豊富な倉吉市関金町でわさびを栽培・出荷している山下絢子さんに、
地元産の食材をふんだんに使った具沢山の「関金山菜おこわ」と
わさびの葉を使った「わさびと干し大根の酢醤油漬け」の作り方を
紹介していただきました。
わさびの辛味がアクセントになり、食欲が落ちこみがちなこの時期に
食べていただきたい2品です。

関金山菜おこわ

調理方法
①細かく切った鶏肉を油で炒め、色が変わったら砂

糖を入れて、よく炒める。
②ごぼう・山菜を入れ、醤油・酒を入れて煮る。
③具が8分くらい煮えたら、にんじんを入れる。
④煮汁がほとんど無くなるまで煮る。
⑤米とにんじん・ごぼうをよく混ぜる。
⑥ザルに上げ、水をきっておいたもち米に具を混ぜ

合わせながら蒸し上げる。 
⑦適宜蒸しあがり具合を確認し、好みの硬さになっ

たら出来上がり。

材
料

もち米
鶏肉
にんじん
ごぼう
干ししいたけ
季節の山菜（筍、むかごなど）
醤油
砂糖
油・酒

1升（前日に水につけておく）
モモ、ムネ1枚ずつ

2~3本
2~3本

50g
適量

130cc（濃口・薄口半量ずつ）
50g
少々

……………

……………………………………
…………………

…………………

……………………………
………………………………………

…………………………………………

…………………………………………………
………………………………………………

蒸し具合をチェック！

地元の食材と特産わさびを使って

ポイント！

わさびを細かくカットする。

ポイント！

わさびと干し大根の酢醤油漬け

調理方法
①わさびをきれいに洗って
　1.5cmくらいにカットし、
　1日天日に干す。

②干し大根はぬるま湯で洗って固く絞る。
③わさびと干し大根を混ぜてAをかけ、密閉容器に

いれ2～3日漬けて出来上がり。

材
料

葉わさび(茎でも可)
干し大根
A（ラッキョウ酢：醤油：みりん）

1kg(干した場合は600g)
100～150g

…
……………………………

２ 1 1
の割合で混ぜておく

わさびの香りが
フレッシュです。

1ヶ月後
冷蔵庫なら1ヶ月程
保存が可能です。

伝えたい「我が家」の味食はいのちの源
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編
集
後
記

プレゼント応募券
2018年 盛夏号

〈キリトリ〉

【答え】ソウメンナガシ

E F GA B C D

③

①

アルファベットを順に並べて完成した言葉が答えです。

〈応募ハガキ 記入例〉

※

景
品
は
写
真
と
若
干
異
な
り
ま
す
。

①クイズの答え
②郵便番号　③住　所
④氏　名　　⑤年　齢　⑥性　別
⑦電話番号
⑧組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にあるプレゼント
応募券を貼ってください

クロスワードパズル

タテのかぎ

②空中に張った綱の上を芸をしながら渡ること。        
⑥Ｓ・スピルバーグ監督の映画「○○との遭遇」。 
⑧腰かけるための家具。        
⑨水蒸気が小さな水滴となり、白く煙のように見えるもの。        
⑪ある事の影響が他に及んだ、そのなごり。  
⑫2020年にオリンピックが開催される都市は？        
⑮日本人の主食。        
⑯縄で模様をつけた土器。        
⑰日野町にある特急「やくも」が停車するＪＲ西日本伯備線の駅名。        
⑱槍のような漁具。

①格子状に結びつけて編み込まれた物で、虫取りや魚獲りに
　使うもの。        
③目的地まで導く役割をするものの略称。        
④交通事故で車が○○○した。        
⑤英語で「squirrel」という動物。        
⑦ネットでの誹謗○○はやめましょう。        
⑩選手を○○励する。        
⑪乗物や人ごみなどで、目まいがしたり気分が悪くなったり
　すること。        
⑬セーターやニットなどの素材で使われる動物繊維。ウール。        
⑭牛や馬の場合、「削蹄」という行為。        
⑮「見た目は○○○、頭脳は大人、その名は名探偵コナン！」。
⑯ヤマノイモの別名。○○ンジョ。        

ヨコのかぎ

正解者の中から抽選で、「若桜町産
のえごま油、えごま飴、夏苺ジャムの
セット」をプレゼント。たくさんのご
応募お待ちしております。

応募方法

平成30年8月31日(金)当日消印有効応募締切
〒689-2202 東伯郡北栄町東園271
鳥取県農業共済組合本所広報係応募宛先

プレゼント

　

C

GF

E

B

D

①  ②  ③  ④ 　　　 
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18号（初夏号）
クロスワードの答え

漬物とようかんのセット

当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

表
紙
の
笑
顔

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご了承ください。
　氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お待ちしております。

将来はパティシエになりたいひめかちゃんと、
アンパンマンが大好きなみゆかちゃん。休日
はいつも一緒に遊んでいる仲良し姉妹。
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地産地消の賞品をプレゼント！！あたまの体操してみよう！
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い
と
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き
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と
感
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し
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①  ②   ④ ⑤

⑥ ⑦    ⑧ 

 ⑨ ⑩  ⑪      

⑫   ⑬   ⑭

     ⑮

⑯

⑰     ⑱     

水が豊富な倉吉市関金町でわさびを栽培・出荷している山下絢子さんに、
地元産の食材をふんだんに使った具沢山の「関金山菜おこわ」と
わさびの葉を使った「わさびと干し大根の酢醤油漬け」の作り方を
紹介していただきました。
わさびの辛味がアクセントになり、食欲が落ちこみがちなこの時期に
食べていただきたい2品です。

関金山菜おこわ

調理方法
①細かく切った鶏肉を油で炒め、色が変わったら砂

糖を入れて、よく炒める。
②ごぼう・山菜を入れ、醤油・酒を入れて煮る。
③具が8分くらい煮えたら、にんじんを入れる。
④煮汁がほとんど無くなるまで煮る。
⑤米とにんじん・ごぼうをよく混ぜる。
⑥ザルに上げ、水をきっておいたもち米に具を混ぜ

合わせながら蒸し上げる。 
⑦適宜蒸しあがり具合を確認し、好みの硬さになっ

たら出来上がり。

材
料

もち米
鶏肉
にんじん
ごぼう
干ししいたけ
季節の山菜（筍、むかごなど）
醤油
砂糖
油・酒

1升（前日に水につけておく）
モモ、ムネ1枚ずつ

2~3本
2~3本

50g
適量

130cc（濃口・薄口半量ずつ）
50g
少々

……………

……………………………………
…………………

…………………

……………………………
………………………………………

…………………………………………

…………………………………………………
………………………………………………

蒸し具合をチェック！

地元の食材と特産わさびを使って

ポイント！

わさびを細かくカットする。

ポイント！

わさびと干し大根の酢醤油漬け

調理方法
①わさびをきれいに洗って
　1.5cmくらいにカットし、
　1日天日に干す。

②干し大根はぬるま湯で洗って固く絞る。
③わさびと干し大根を混ぜてAをかけ、密閉容器に

いれ2～3日漬けて出来上がり。

材
料

葉わさび(茎でも可)
干し大根
A（ラッキョウ酢：醤油：みりん）

1kg(干した場合は600g)
100～150g

…
……………………………

２ 1 1
の割合で混ぜておく

わさびの香りが
フレッシュです。

1ヶ月後
冷蔵庫なら1ヶ月程
保存が可能です。

伝えたい「我が家」の味食はいのちの源
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平成31年度　職員採用のお知らせ

1.　採用年月日 平成 31 年 4 月 1 日
2.　募集職種 一般事務及び外務　　　
3.　予定採用人員 4 名
4.　受験資格  

 （1）平成元年 4 月 2 日以降に生まれた方（平成 31 年度 30 歳）で、学校教育法に
　　　　  定める高等学校以上を卒業した方又は平成 31 年 3 月末までに卒業見込みの方
 （2）普通自動車運転免許を有する方、または採用までに取得可能な方
5.　申込締切日 平成 30 年 8 月 24 日（金）17 時必着

＜提出書類＞
　　（1）履歴書  （2）最終学校の成績証明書（開封無効）  （3）最終学校の卒業（見込）証明書
6.　受験票送付 8 月 27 日（月）
7.　一次試験 9 月 2 日（日）

　　　筆記試験（一般常識試験、適性検査）、小論文　　　　　 
　　　試験会場：東部支所・中部支所・国際ファミリープラザ　
　　　　　　　　（試験会場は希望による：履歴書に希望地を記載）
　　　　　東部：東部支所（鳥取市賀露町 4074 番地）
　　　　　中部：中部支所（東伯郡北栄町東園 271 番地）
　　　　　西部：国際ファミリープラザ（米子市加茂町 2-180）
8.　一次試験選考結果通知  9 月 18 日（火）
9.　二次試験（一次試験合格者に後日通知）  9 月 26 日（水）

　　  面接試験  　　　　　　　　　　　　　　
10.　採用通知送付                                         10 月　2 日（火）
11.　給与・勤務等
 　初任給は、高等学校卒：147,100円、短期大学卒：159,800円、大学卒：179,200円

（平成30年4月現在）。そのほか、期末勤勉手当、扶養手当、住居手当、通勤手当等を要件
に応じて支給します。勤務時間は1日7時間45分（8：30～17：15）、完全週休2日制で
す。その他の給与・勤務条件は職員給与規則等の定めるところによります。　　　

12.　応募・問合せ先
 〒689-2202　東伯郡北栄町東園 271 番地　
 鳥取県農業共済組合本所総務部総務課　℡：0858-37-5631
 

鳥取県農業共済組合では、
平成31年4月1日採用の職員を募集します。
職員応募要領、試験実施要領は下記の通りです。

鳥取県農業共済組合
〒689-2202 鳥取県東伯郡北栄町東園271番地

ＦＡＸ. 0858-37-4121      nosai31@tottori-nosai.jp
0120-031-559　ＴＥＬ. 0858-37-5631
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■東部支所
0120-031870　

☎0857-37-3301
■中部支所
0120-031180　

☎0858-37-5252
■西部支所
0120-031492　

☎0859-22-1001

各
支
所
の
連
絡
先

この用紙のインクは再生紙処
理をしやすく環境にやさしい大
豆油インキを使用しています


